
	

	

 
 
ドヴォルザーク：ピアノ三重奏曲 第 4 番《ドゥムキー》	
 50 歳を迎えたドヴォルザークが、最後の（4 番目となる）ピアノ三重奏曲を完成させたのは 1891
年。大作の多くを発表し、残すところは《新世界》交響曲、チェロ協奏曲、《アメリカ》弦楽四重奏

曲という北米がらみの諸作と《悪魔とカーチャ》および《ルサルカ》という二大歌劇のみ。	
 すでに悠揚自在の境地に達していた巨匠は、本作においてソナタ形式などは採用せず、6 つの楽章

に速度記号を記したのみで、それぞれ独立した楽想のもと音を起こしている。	
 作品の表題となっている「ドゥムキー」とは、一般にウクライナ発祥のバラッド「ドゥムカ」の複

数形とされ、その意味で本曲は「6 つのドゥムカ」とも言える。一方、「duma」という言葉の意味か

ら、単純に「想い」や「瞑想」という意図もあるのではないかという説もある。なお（4 曲目の民謡

風の悲歌など）チェロの活躍が華々しい本曲は、後年、チェロ協奏曲を献呈されることになる同郷の

チェリスト、ハヌシュ・ヴィハンを想定して書かれたことを付け加えておこう。	
	
武満 徹：ビトゥイーン・タイズ	
 作曲は 1993 年。タイズ（Tides）とは「海の波を暗示すると同時に、季節を意味するものとして、

きわめて多義的（……）」と作曲者自身が述べている。相似形の音型がヴァイオリン、チェロ、ピア

ノの間で対比されたり、同時に奏されたりするなかで、波間（=between）を揺れ動きながら音楽が紡

ぎ出されていく。	
	
ブラームス：ピアノ三重奏曲 第 2 番	
 1880 年に着手され、82 年に保養地バート・イシュルで完成した。すでに 40 代も終わりにさしか

かり、翌年にはあの交響曲第 3 番が生み出されることになる。円熟期に入ったブラームスの秀作であ

り、それぞれの楽器が緊密に絡み合い、ロマン的な情感を歌い上げる。	
 ソナタ形式の第 1 楽章では、穏やかで味わい深い各主題が緻密な構成にもとづいて朗々と奏され

る。第 2 楽章は、主題と 5 つの変奏からなり、ハンガリー風の切ない旋律が心に染みる。第 3 楽章ス

ケルツォは、16分音符の不気味な雰囲気で始まるが、中間部は一転して明るくなり、魅力的な旋律が

響く。第 4 楽章はソナタ形式のフィナーレとなっており、個性的な主題が不思議な高揚感をもたら

し、全曲を締めくくる。 


